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【平成２８年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、単分散巨大ポルフィリンアレーなどに挙げられる、研究代表者が独自に展開してきた「超

ポルフィリンの化学」を更に発展させ深化させようとするものである。 

これまでにポルフィリン―ヘキサフィリンハイブリッド（Ni-PHP 及び Zn-PHP）や、５０π芳香族

分子の合成を達成するとともに、サブポルフィリンのメゾ修飾反応を通じて安定なメゾオキシラジカル

を合成するなど顕著な成果を上げている。 

これらの成果は、国際的に著名な学術雑誌に多数報告され、高い評価を得ており、今後の展開が大い

に期待される。 

 


